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○今週に入り、寒さは少し和らいできましたが、まだまだ厚手の上着やマフラー等 

は手放せません。相変わらずコロナやインフルエンザ等々の騒ぎに追われている 

日々ですが、季節は確実に流れています。 

○「行く」月と言われる１月は、その名の通りあっという間に行ってしまい、気が付けば節分の豆まきも終

わってもう「立春」です。「立春」は「二十四節気（にじゅうしせっき）」のうちの一つで、まだまだ肌

寒い季節ではありますが、暦の上では春の訪れとなります。「節分」は立春の前の日を指す言葉で、もと

もとはそれぞれの季節の初めである「立夏」「立秋」「立冬」の前の日も節分と呼ばれていたそうですが

いつしか立春の前日のみを指す言葉となったそうです。そして、二十四節気においては立春が１年の始ま

りに当たるため、その前日である節分は大晦日と同じような意味合いをもち、「新しい年が来る前に厄を

払っておこう」という想いを込めて、節分に豆まきをするようになったと言われているそうです。 

○今年度も残り２ヶ月をきりました。昨年度のこの時期は、分散登校や分割授業等で様々な困難がありまし

たが、保護者の皆様のご協力のおかげで今年度はそこまでの措置はとらずに済んでいます。どの学年も学

習面、生活面共に次の学年・学校にスムーズに繋ぐことができるよう、一つ一つ丁寧に見直しをしながら

充実した学校生活を送ることができるように頑張っています。 

○その頑張りを保護者の皆様にもご覧いただきたく、来週からは授業参観が始まります。これまでは短い時

間での参観でご迷惑をおかけしましたが、今回は45分間参観をしていただけるよう設定しました。ただし

まだコロナ禍であることを踏まえ、一度に大人数での参観は厳しいので、クラスを半分に分けての参観と

し、こちらで参観時間の割り振りをさせていただきました。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします

なお、教室内は感染症対策のため、暖房はつけていますが、換気のため窓は開いて 

いますので、しっかり防寒対策をしてお越しください。お待ちしております。 

 

 

 

 

○１月２０日（金）西中１年生による学校訪問が行われました。これは 

小中連携の一環として、舞鶴小学校、池田小学校それぞれの卒業生が 

それぞれの出身小学校を訪問し、６年生に向けて中学校生活について 

ガイダンスを行うという取組です。 

○昨年度はコロナがかなり蔓延していたので、中学生が作成してくれた 

DVDの鑑賞のみでしたが、今年度は実際に訪問が叶いました。訪問し 

てくれたのは学年生徒会の皆さん10名でした。 

○学校紹介から始まり、学習や生活、部活動のこと等、一つ一つとても 

丁寧に説明してくれ、質問にもしっかり応えてくれました。6年生も 

真剣に聞き入っており、進学への不安も払拭された様子でした。 

○何より、制服姿の先輩方を見て、その姿に憧れると共に、来年も自分 

たちはこうなりたいと中学校生活への希望を抱くことができたのでは 

ないかと思います。 

○こうして、池田小から西中への繋がりの良き伝統が引き継がれていく 

ことの素晴らしさを目の当たりにできた、大変有意義な時間でした。 

 

＊かしこく なかよく げんきよく＊ 

＊あいさつ へんじ  

せいりせいとん そとあそび＊ 
～友情の輪を広げよう みんな輝く池田小～ 



２月３日の節分の日は、毎年甲府大神宮祭が行われます。コロナの 

影響により昨年一昨年は規模を縮小しての開催でしたが、今年は３年 

ぶりに大々的に行われていました。個人的には、柳町大神宮の近くに 

私の父の実家があるため、幼い頃は毎年その祖父母宅に行って親戚一同で節分の行事を楽しんでいました。しか

し、当時は赤鬼青鬼が揃って近隣の家庭を回っており、幼い私はその迫力や怖さに圧倒され毎年大泣きをしてい

たので「節分＝怖い」という思い出しか残っていません…。しかし…大人になってからも何故かこの大神宮祭は

忘れられず、息子たちを連れて何度か出かけて行きました。 

 さて、３学期の校長室の清掃は６年２組の皆さんです。これまでの１組・３組と同様、とても丁寧なお掃除を

心がけて頑張ってくれています。卒業に向けて下級生への良いお手本となっています！ 

 立春を過ぎてもまだまだ寒さが懸念されます。また、コロナに加えてインフルエンザの流行や花粉症も心配さ

れます。保護者の皆様、地域の皆様、くれぐれもご自愛ください。 

 

 

 

○コロナの影響により，休み時間の校庭の使用については、曜日毎、学年毎に制限を設けてきました。 

○しかし、昼休みは時間も短く、実際に校庭で遊ぶ児童も業間休みほどはいないので、1月23日（月）より

昼休みは全校一斉に校庭の使用を可能とすることにしました。 

○下の写真はある天気のいい日の水曜日の昼休みの様子です。（見えにくくて申し訳ありません）水曜日は

掃除がないので昼休みはたっぷり遊ぶことができる日です。子どもたちは「今日は30分遊べる日だね」と

言って、待ってましたとばかりに校庭に飛び出し、思い思いの遊びで楽しんでいます。3年ぶりに校庭が

子どもたちの姿で埋め尽くされています。 

○これだけ子どもたちがいるとケガ等も心配されますが、よくしたもので、上級生は下級生を避けながら走

ったりボール遊びをしたりしています。中には、異学年で仲よく遊んでいる姿も見受けられました。子ど

もとたちと一緒に童心に返って遊んでいる先生方も何人もいました。 

○「遊び」は、体力向上や気分転換だけではなく、こうして社会性や道徳性が自然と養われるとてもいい機

会の一つです。毎日昼休みはこうした光景が子どもたちの歓声と共に校庭いっぱいに広がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ホームページにも掲載しております。是非ご覧ください。 

遊ぶ場所もお互いに

上手く分け合って重

ならないようにして

います。 

遊具は低学年に人

気です。順番を守

って楽しく遊んで

います。 

サッカーゴールやバス

ケットコートは使用の

日や時間が学年毎に決

められています。 

校庭東側、体育館の前

も賑わっています。ボ

ールが他学年のところ

に転がっても優しく返

してあげています。 


